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【作成事例６】浸水に対する地域特性を表示した事例（愛知県一宮市：洪水） 

浸水想定区域図をもとに「もしも、あの川の堤防が決壊したら」など地域の特徴や危険箇所な

どをまとめたマップを作成し、住民に対し地域に潜む危険を喚起している。 

どの川がはん濫する

とどの区域が危険が

ということを概略の

範囲で表示。 

木曽川で浸水した場合、特に

深く浸水する地域 

日光川水系で浸水した場合、

特に深く浸水する地域 

新川水系で浸水した場合、特に

深く浸水する地域 
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【作成事例７】建物種別階別の適切な避難行動を示した事例（愛知県清須市：洪水） 

住民に対してより適切な避難情報を提供することを目的に、建物種別階別の避難行動を分かり

やすく示している。ただし、他のハザードマップよりも、住民の浸水イメージの固定化や行政依

存意識を高める可能性が大きいため、特定のある想定シナリオに基づく検討結果であることを伝

えることが特に重要である。なお、これは冊子形式で、このマップ以外に浸水想定区域図も掲載

している。 
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【作成事例８】概略的に浸水危険区域を表示した事例（岐阜県岐南町：洪水） 

浸水に対して危険な区域をあえて概略で示して、浸水イメージの固定化を防ぐとともに、住民

の「わかりにくいから知りたい」という欲求を喚起し、行政と住民とのコミュニケーションのき

っかけを狙っている。なお、これは冊子形式で、このマップの後ろには浸水想定区域図が掲載さ

れている。 
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【作成事例９】外国語版の事例（千葉県木更津市：洪水） 

日本語と外国語の部分的な併記ではなく、完全な外国語版としている事例である。紹介事例は

英語版であるが、このほかの自治体では、中国語版、韓国語版、ポルトガル語版などもある。 

 




